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１．第３２軍司令部壕立ち入り可能区間
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第３２軍司令部壕は１９４４年（昭和１９年）１２月から１９４５年（昭和２０年）３月にかけて首里城地下に構
築された陣地壕であり、５つの坑口（第１～第５坑口）、２つの立坑（シャフトＡ・シャフトＢ）があり、坑道は５
つの区間（第１～第５坑道）に区分されている。

沖縄戦直後に米軍が第３２軍司令部壕内部の調査を実施したものの、その後は、坑口部分等が崩落し、
立ち入りできない状態が続いていたが、沖縄県が平成５・６年度に試掘調査を行い、第２・第３坑道及び第５
坑道についてはその大部分について立ち入りできる※注ように対策を講じた。

令和７年７月現在においても、これらの立ち入り可能区間は維持されているが、第３２軍司令部壕の中心
部である第１坑道については立ち入ることができず、実態が不明なままとなっている。

※注） 坑道の形状は保持され、一定の安全対策が施されているものの、一般公開できる状態ではない。

第2坑道

第3坑道

第5坑道第1坑道

第4坑道

第5坑口

シャフトB？

第4坑口シャフトA？

第1坑口

第2坑口

第3坑口

進入立坑・進入坑道

第5坑道
（立入り可能区間）

第2・3坑道
（立入り可能区間）

第1坑道については立ち入ることができず、
実態が不明なままとなっている。



１．第３２軍司令部壕立ち入り可能区間
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壕・ガマは人工的に空洞を掘削または自然の空洞を利用しているため、落石・落盤が懸念される。第３２軍
司令部壕では落石・落盤に加えて、第１坑道中央部で坑道内部が崩落し、土砂により閉塞していることが原
因となり、酸欠が生じやすく、大雨後には湛水・水没が生じることが課題である。

現在、第２・第３坑道及び第５坑道に立ち入りできるが、それぞれ出入口が１箇所しかなく、坑道内部で大規
模な落石・落盤が生じた場合に、坑道内部での閉じ込めが生じうる状況にあることも大きな課題である。

２．第３２軍司令部壕の保存・公開に係る課題

3
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崩落土砂による坑道内閉塞

進入立坑

第２・第３坑道

第５坑道

第５坑口

第３２軍司令部壕は壕中心部が崩落土砂により閉塞しているため、第

２・第３坑道及び第５坑道ともに現時点では出入口が１箇所しかないた

め、閉塞箇所で引き返す動線となる。これに加えて、第２・第３坑道で

は掘削土砂仮置きにより見学者がすれちがう十分なスペースがない。

崩落土砂による坑道内閉塞

進入立坑

第２・第３坑道

第５坑道

第５坑口

第３２軍司令部壕は壕中心部が崩落土砂により閉塞しているため、通

気不良（換気不良）が生じやすく、第２・第３坑道及び第５坑道奥部で

は酸欠・低酸素が生じている。酸欠・低酸素を防止するため、換気対策

を行うと、岩盤の風化・劣化が進行しやすく、崩落や落盤等が生じやす

くなる。

酸欠空気

酸欠空気

仮置き土砂

崩落土砂による坑道内閉塞

進入立坑

第２・第３坑道

第５坑道

第５坑口

第３２軍司令部壕は壕中心部が崩落土砂により閉塞しているため通水

阻害が生じ、第２・第３坑道では坑道内部に流入した雨水・地下水等が

自然排水されにくくなるというメカニズムで、大雨後に湛水・水没が生

じる。第５坑道は常時、自然排水されるため坑道内で湛水・水没は生じ

ない。

自然排水

通水阻害

雨水・地下水等の流入

湛水・水没



３．第３２軍司令部壕の保存・公開方針
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■第１坑口

第１坑口で出土した床面等の遺構の発掘調査を継続すると
ともに、その発掘現場の様子を公開する。また、デジタルジオ
ラマ等の先端技術の活用や、今後の調査によって、掩蔽（え
んぺい）壕を含む第１坑口の全体像が明らかになった段階に
おいては、遊歩道の整備や、埋め戻して保存を図った遺構の
直上に第１坑口を再現する等、当時の状況をより感じることの
出来る公開方法を検討する。

■第２・第３坑道

保存・公開の基本的な考え方に基づき、第２・第３坑道、エ
ンジニアリングトンネルについては、見学者及び施設管理上
の安全性の確保並びに劣化防止を図る観点から、見学者を
坑道内部へ立ち入りさせないことが適当と考え、坑道内部に
立ち入らず坑道内部の状況を見学する適当な方法について、
引き続き検討する。

■第５坑口・第５坑道
(ア) 第５坑口アクセス路

第５坑口周辺は、急傾斜地になっているため、見学者が坑
口まで安全に移動できるように手すりを設置するとともに、勾
配が大きくなる箇所には階段を整備する。

(イ)第５坑口

第５坑口の岩盤の崩落や壕の風化・劣化を防ぐために第５
坑口全体を取り込んだ建屋を景観に配慮し整備する。また、
地表から約1.5ｍから２ｍの深さに出土した第３２軍司令部壕

構築当時に使用されていたと考えられるトロッコレール等の遺
構は、ガラス張りで公開できるよう取り組む。

(ウ)第５坑道

安全性を十分確保した上で、第５坑道内部に見学者が立入
りできるよう整備方法を引き続き検討する。

箇　所 課　　題

 第１坑口

・第１坑口周辺は草地のため遊歩道の整備が必要。
・試掘調査後は湛水防止のため埋め戻しが必要。
・遺構（床板等）を保存するため、埋め戻し等による劣
化防止対策が必要。

 第２・第３坑道

・坑道への進入は約５m 前後の立坑をはしごで下りるこ
ととなるため、転落防止対策が必要。
・出入口が進入立坑の１箇所しかなく、不測の事態でも
避難路を確実に確保しなければならないため、複数の出
入口の整備が必要。
・坑道内の落石・落盤等を防止するため、鋼製仮設支保
工の交換または補強が必要。
・酸欠防止対策として常時送風を行う場合は、泥岩の風
化を進行させ、落石、落盤が発生しやすくなるため、対
策が困難。
・坑道内部はしばしば湛水・水没が生じ、立入り困難・
不可能となるため、排水設備の整備が必要。
・坑道内部に仮置きされている土砂が坑道内に立ち入る
際の支障となっているため、撤去が必要。

 第５坑口・第５坑道

・第５坑口は急崖地となっており、安全性に懸念がある
ため、遊歩道や手すりなど転倒防止対策が必要。
・坑道内の落石・落盤を防止するため、鋼製仮設支保工
の交換または補強が必要。
・鉄製のトロッコレールを直接観察できるよう展示する
場合は、酸化による腐食を防がなければならないため、
湿度や酸素濃度を管理する対策が必要。
・出入口が第５坑口の１箇所しかなく、不測の事態でも
避難路を確実に確保しなければならないため、複数の出
入口の整備が必要。
・コルゲート管奥区間では、湿度変化により風化しやす
い泥岩が主体となっており、酸欠防止対策として常時送
風を行う場合は、泥岩の風化を進行させ、落石・落盤が
発生しやすくなるため、対策が困難。
・コルゲート管を撤去することが困難と考えられるた
め、コルゲート管から奥の区間を見学対象とすることは
困難。
・コルゲート管奥区間では床面が泥濘化しており、見学
者の歩行やトロッコレールの枕木の保存のために排水
溝・排水管等の整備が必要。

保存・公開上の課題



４．展示施設の整備に係る位置づけ・目的
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第３２軍司令部壕の現在の立ち入り可能区間は第２・第３坑道と第５坑道のみであり、多くの箇所は崩落・閉
塞により実態不明であり全体像を把握しにくい。また、坑道内部の公開に至るまでには課題が多く時間を要す
ることが想定される。よって、第３２軍司令部壕の全体像や沖縄戦における同壕の役割、各坑口・坑道の機能
など、場所の重要性を伝えるため、早期に情報発信を行う拠点として展示施設を整備する方針となった。



①

②

③

首里城正殿

首里杜館

龍潭池

城西小学校 県立芸大金城キャンパス

第３坑道
第２坑道

第４坑道

第１坑道 第５坑道

第１坑口周辺

首里杜館周辺

県立芸大芸術文化研究所

展示施設の整備候補地

５．第３２軍司令部壕展示室の整備位置候補の検討結果
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第３２軍司令部壕に関連した展示施設の建設候補地として、以下の３候補が挙げられた。このうち、①と②
は首里杜館周辺については、首里城公園内の総合的な防災計画に影響を与え兼ねない状況であること、
②は地下には大規模な首里杜館の地下駐車場が存在し、その周辺には重要な電気、通信、水道等の専用
物が密に埋設されているため、展示施設の建設は困難である。

展示施設の建設適地とする要件や課題等を総合的に判断し、県立芸術大学文化研究所敷地を候補地と
位置付けている。

① 第１坑口周辺 （首里城公園敷地内） ② 首里杜館周辺 （同上） ③ 県立芸大芸術文化研究所



県内の主要な戦争関連の展示施設における年間来館者数、施設規模等を調査した。
その中で、年間来場者数が10万人程度までの施設は、展示スペースの面積が250～300㎡前後であった。

展示施設では、展示スペース以外に、受付、エントランスホール、視聴覚室、収蔵庫、トイレ、事務室等の
機能も必要となるため、本展示施設全体の面積としては400～500㎡前後が必要と考えられる。
※本展示施設の必要面積は、敷地面積の制約、必要機能・諸室、年間来場者数等を踏まえ、改めて検討予定

６．類似施設の事例収集に基づく展示施設の規模の検討結果
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施設名称 年間来場者数
施設延床面積
（※推定値）

展示室面積
（戦争関連展示部分）

（※推定値）

旧海軍司令部壕資料室 約10万人 約1,000㎡ 約300㎡

南風原文化センター
（南風原陸軍病院壕）

約6,000人 約2,000㎡ 約300㎡

ひめゆり平和祈念資料館
（ひめゆりの塔）

約40万人 約3,000㎡ 約2,000㎡

平和祈念資料館 約30万人 約10,000㎡ 約2,000㎡

対馬丸記念館 約3万人 約800㎡ 約250㎡



候補地：
 県立芸大文化芸術研究所

消火施設ポンプ小屋

接道予定箇所周辺

市道赤田寒川線
(赤マルソウ通り)

７．展示施設整備候補地の制約条件等
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展示施設設置候補地市道赤田寒川線
(赤マルソウ通り)

擁壁

石積み擁壁

石積み擁壁

展示施設整備候補地である県立芸大文化芸術研究所の敷地内では約600㎡前後の展示施設の敷地面

積を確保できることが見込まれるが、敷地と隣接する市道との間に地形的な高低差があることが制約条件
として挙げられる。



８．展示施設等の整備イメージ （１）展示施設の整備イメージ
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■展示施設の整備の概要

・景観や環境に配慮した整備

・見学関連施設（駐車場、集合広場、トイレ等）の
併設

・第５坑道に接続するらせん階段（必要に応じて
EVを検討）の併設

■展示施設の整備に係る課題

【配置条件】

・車両進入用斜路、立坑、第５坑道のコルゲート
管区間との配置関係の検討・・・①

・歩行者動線と車両動線の交錯の回避・・・②

【敷地条件】

・市道と敷地の高低差処理のための擁壁の
老朽化（はらみ出し）対策・・・③

・車両出入りに伴う車両滞留の低減・・・④

【関係機関との主な調整事項】

・都市計画・建築・景観等に関する法規制の対応

・芸術文化研究所との駐車台数等に関する調整

・首里城公園を含む周辺史跡の周遊ルート検討

課題①

課題③

課題②

課題④

立坑



８．展示施設の配置計画 （２）第５坑口アクセス路の整備イメージ
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■第５坑口アクセス路の整備の概要

・見学者が坑口まで安全に移動できる
ように手すりや階段を整備
（下記写真を参照）

・可能な限り、土地の改変は行わず、
景観や環境を保全



８．展示施設の配置計画 （３）第５坑口周辺の整備イメージ
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■第５坑口周辺の整備の概要

・坑道内部の劣化防止のため坑口に
建屋を設置

・建屋内でトロッコレールの軌道、石積を展示

・景観に配慮した整備



９．第１坑口周辺の試掘調査結果（令和６年度）
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■第１坑口周辺 遺構出土状況



１０．第５坑口周辺の試掘調査結果（令和６年度）
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■第５坑口周辺 遺構出土状況



１１．第３２軍司令部壕に係る周知・啓発活動 （周知啓発パンフレット・子どもクイズの作成）
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【実施概要】パンフレット 2，000部印刷、ＨＰ掲載
クイズ ＨＰ掲載



１２．第３２軍司令部壕に係る周知・啓発活動 （ガイドテキストの作成）
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【実施概要】ガイドテキスト 100部印刷、ＨＰ掲載



１２．第３２軍司令部壕に係る周知・啓発活動 （ガイドテキストの作成）
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【実施概要】ガイドテキスト 100部印刷、ＨＰ掲載



１３．第３２軍司令部壕に係る周知・啓発活動 （VRコンテンツ体験の実施）
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VRコンテンツ体験の様子

VR体験映像（例）

首里城公園の首里杜館ガイダンスホールにおいて、第３２軍司令部壕のVRコンテンツ体験、パネル展示を
実施した。

【開催概要】
■第１回
開催日時 令和７年３月25日
場所 首里城首里杜館
参加人数 100名程度
■第２回
開催日時 令和７年５月22日
場所 首里城首里杜館
参加人数 100名程度
■第３回
開催日時 令和７年６月23日
場所 沖縄県平和祈念資料館
参加人数 500名程度
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